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4／23～6／16までの25 縮退速度 4／27～5／15までの20 縮退速度
方位 日問の縮退距離（㎞） （m／日） 日問の縮退距離（㎞） （m／日）
東方向 一 ’ 3．08 154
西方向 4．44 178 1．96 98
南方向 6．39 256 2．52 126
北方向 10．28 411 3．64 182










































1981，4，23 425．97 4．91 13　　一
1981，6，16 61．68 ＆69 60　　一
1982，4，27 188．22 6．■62 一　　　27
1982，5，15 106．51 7．94 一　　　45
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らの数値が示されている．図2あるいは表2から分るように，豪雪年の1981年の4月末に
は426k㎡もの残雪域があり，これが6月の中旬には62k㎡と減っている．他方，1982年の
4月27日の残雪域190k諦は，その20日後に，その約1／2弱の100k読になっている．豪雪
年の前年と比べると分るが，いかに1981年には多量の雪が降ったかが知られよう．図2中
の三角形印の値は1979年の時の値である．観測数は少ないが，指数関数的に減っていると
、みなしてみよう．
　毎年図2の様に指数関数的に減っていると考えれば，56豪雪年の4月末では平年値の約
2倍以上もの雪が残っていた事が分る．ちなみに，56豪雪年の新庄市（鳥海山頂から4ユ㎞内
陸に入った地点）における平地での最大積雪深は174cmであり，最近20年間の平年値は
140㎝である．
　図3は同じ値を対数表示したものである．図を見ると分るように，良く一直線上に並んで
いる．それゆえ，指数関数的に変化していると考えられるので，この方程式として，次式を
導出した．
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残雪域の経時変化．式中のAは残雪域の面積（㎞）を，
　tは新圧市における終雪日を零として数え始めた観測日
　までの日数を表わす．この経過日数は表1に示してある．
　T㎞e　change　of　the正esidua1snow町ea　on　Mt．Chokai，
　with　a　log虹ithmic　equation耐to血e　data．
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　ただし，Aは残雪域（k請）であり，tは新庄市における終雪日を零として数え始めた観測
日までの日数である．新圧市における終雪日は，1981年にあっては4月10日，1982年で
は3月31日である．表2の項目Cには，この終雪日から観測日までの経過日数を表記して
ある．この式が，他のどの年にも当てはまるとすれば，一旦，新庄市での終雪日が来た後は，
鳥海山の残雪域か予測できることになる．
4．結論と考察
　太陽光の雪面からの反射のために，地表が一部露出していても，ランドサット映像には白
く写ってしまうであろう．すなわち残雪域は過大に見積もられよう．他方，残雪域の決定，換
言すれば雪線の同定には少なからぬ困難さがある．少なくても上記の二つが，ランドサット
映像写真から雪の面積を考察するときの重点と考えられるし，またそこに問題もあるが，ラ
ンドサットデータから残雪域の時問変化を表現する式を鳥海山について導出した．この式に
よれば，もし新庄市での終雪日さえ分れば，その後の鳥海山の残雪域が予測できる．しかも，
この式は，4月の中旬から6月上旬頃までは良く予測できそうである．しかし，その前後に
ついては未だ不明である．例えば，新庄市での終雪日の時の鳥海山での残雪域は，上式によ
れば，6918k諸となり，この面積を円近似すれば，直径は約94㎞となる．図1から分るよ
うに，鳥海山頂から海岸までは，わずかの16㎞しかないから，直径94㎞という値は，かな
りの範囲であることが知られよう．また6月以降の値の実測値が無いから，これ以降の日に
ついての妥当性も目下の所は不明である．しかし，年にかかわらず，一つの直線式で表現で
きるということは，一つの自然現象をよく表現しているといって良さそうである．
　雪線の縮退（後退）距離の方位依存性の原因は，まず第1番に積雪分布の違い，すなわち，
降雪量の違いに相当すると思われる．2番目の要因は鳥海山周囲の気象の違いと考えられる．
また，鳥海山は1974年に153年ぷりに爆発した火山なので，火山エネルギーに基づく融雪
も考慮に入れる必要があろう．春先の融雪期のこの雪線の縮退速度が，一日に100mものオ
ーダーである事は意外であった．
　当初のランドサットデータヘの期待に反して，毎年得られる利用しうるデータ数は雲のた
め少ないが，毎年わずかずつでも収集することにより，ランドサットデータの積雪域への利
用の可樹生は高まると思われる．また，映像写真による残雪域の調査のみに止まることなく，
雪の物理的諸量の解読が将来行なわれることが必要である．種々の制約があるとはいえ，広域
の積雪野を一度に把握できるランドサットデータヘ対する期待は大きい．
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